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ま
た
、
千
代
鈴
が
こ
の
ま
ま
２
敗
で
優
勝
す
れ
ば
、

当
然
な
が
ら
大
関
昇
進
と
い
う
声
も
出
て
こ
よ
う
と

い
う
も
の
だ
。
今
年
最
後
と
な
る
千
秋
楽
は
１
２
月

２
５
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。
サ
ン
タ
か
ら
の
贈

り
物
を
受
け
取
る
の
は
誰
に
な
る
の
か
、
千
秋
楽
の

開
催
が
待
た
れ
る
。

（
錦
風
）

前
頭
十
三
枚
目
の
若
剣
が
８
連
敗
、
十
両
陥
落
が

決
定
的
に
な
り
、
引
退
を
表
明
し
た
。
小
柄
な
身
体

を
大
き
く
使
い
、
の
ど
輪
攻
め
か
ら
の
押
し
倒
し
は

強
力
な
武
器
で
活
躍
し
た
が
、
度
重
な
る
手
術
で
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
、
最
近
は
全
く
自
分
の
相
撲
が
取
れ

な
か
っ
た
。

第
１
２
０
回
初
土
俵
、
第
１
２
８
回
新
入
幕
で
９

勝
を
挙
げ
、
新
入
幕
で
幕
内
最
高
優
勝
を
果
た
し
た
。

最
高
位
関
脇
、
幕
内
優
勝
１
回
、
殊
勲
賞
、
敢
闘
賞

各
１
回
、
技
能
賞
２
回
。
幕
内
１
４
８
勝
１
４
１
敗
、

通
算
１
８
２
勝
１
５
０
敗
。

若
剣
は
実
父
剣
山
の
麻
縄
部
屋
独
立
の
際
は
桐
壷

に
残
っ
た
が
、
今
後
は
麻
縄
部
屋
の
部
屋
付
き
親
方

と
し
て
後
進
の
育
成
を
図
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な

お
富
士
浪
一
門
の
年
寄
株
は
満
杯
な
こ
と
か
ら
先
場

所
の
水
晶
嶽
同
様
、
当
面
は
借
株
と
な
る
見
込
み
。

九
日
目
を
終
了
し
、
暫
が
１
敗
を
守
り
単
独
ト
ッ

プ
に
立
っ
た
。
こ
れ
を
２
敗
で
雪
若
丸
、
黒
雲
海
、

勝
ノ
川
が
追
い
か
け
る
展
開
に
変
わ
っ
た
。

し
て
攻
め
る
が
鬼
も
必
死
に
抵
抗
す
る
。
し
か
し
、

最
後
は
白
閃
が
下
手
投
げ
で
鬼
を
下
し
た
。
鬼
は
２

敗
目
を
喫
し
た
。
ま
た
、
平
幕
の
２
敗
勢
の
若
巨
は

大
綱
嵐
に
寄
り
切
り
で
敗
れ
、
龍
不
動
は
伊
達
の
富

士
に
押
し
倒
し
で
敗
れ
、
と
も
に
３
敗
と
な
っ
た
。

春
ノ
翔
は
八
日
目
に
千
代
鈴
に
敗
れ
て
負
け
越
し

と
な
り
、
関
節
炎
で
九
日
目
か
ら
休
場
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
佐
賀
ノ
海
は
調
子
が
戻
ら
ず
、
八
日
目
に

大
神
楽
に
敗
れ
て
負
け
越
し
と
な
り
、
続
く
九
日
目

も
剛
勇
山
に
敗
れ
て
七
敗
目
を
喫
し
た
。
横
綱
獲
り

か
ら
一
転
し
て
、
来
場
所
は
カ
ド
番
と
な
る
。

九
日
目
を
終
え
て
、
千
代
鈴
と
鬼
ヶ
嶽
が
２
敗
で

優
勝
争
い
の
先
頭
に
立
ち
、
若
ノ
嶋
、
美
空
富
士
ら

１
３
人
が
３
敗
で
追
う
大
混
戦
と
な
っ
た
。

千
代
鈴
と
鬼
ヶ
嶽
の
直
接
の
対
戦
が
千
秋
楽
に
組

ま
れ
る
と
思
わ
れ
、
ど
ち
ら
か
が
２
敗
で
優
勝
と
な

る
の
か
、
そ
れ
と
も
３
敗
祭
り
の
決
定
戦
へ
と
も
つ

れ
込
む
の
か
、
果
た
し
て
ど
う
い
う
結
末
に
な
る
の

か
全
く
予
想
で
き
な
い
。

と
も
に
八
日
目
に
勝
っ
て
１
敗
同
士
で
迎
え
た
九

日
目
に
暫
と
勝
ノ
川
の
対
戦
が
組
ま
れ
た
。
「
暫
を

差
す
の
は
厳
し
い
だ
ろ
う
な
ぁ
」
と
の
勝
間
田
親
方

の
戦
前
の
予
想
通
り
、
立
ち
合
い
か
ら
す
ぐ
に
左
を

差
し
勝
っ
た
暫
が
速
攻
相
撲
で
寄
り
切
り
に
仕
留

こ
れ
で
暫
が
再
び
先
頭
に
立
ち
、
初
優
勝
に
向
け

前
進
し
た
。
残
り
２
日
の
対
戦
相
手
は
誰
に
な
る
の

か
、
ま
だ
東
西
筆
頭
の
雪
若
丸
、
西
安
と
の
対
戦
を

残
し
て
い
て
、
十
日
目
は
２
敗
の
雪
若
丸
と
の
取
組

が
有
力
と
み
ら
れ
そ
う
だ
。

二
枚
目
の
黒
雲
海
が
連
勝
で
２
敗
を
死
守
し
昇
進

に
望
み
を
繋
い
だ
。
九
日
目
は
連
続
優
勝
を
狙
う
西

神
門
と
対
戦
。
西
神
門
が
左
を
差
し
に
来
た
と
こ
ろ

に
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
ど
輪
を
こ
じ
入
れ
た
黒

雲
海
が
押
し
倒
し
で
勝
利
。
入
幕
へ
の
執
念
を
垣
間

見
せ
た
一
番
と
な
っ
た
。
敗
れ
た
西
神
門
は
３
敗
目

と
な
り
ま
だ
優
勝
の
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
暫
と

の
星
の
差
は
２
つ
に
開
い
た
。

下
位
の
残
留
争
い
も
熾
烈
と
な
っ
て
い
る
。
九
日

目
の
時
点
で
陥
落
が
決
ま
っ
た
の
は
粲
ノ
城
だ
け
。

八
枚
目
の
電
幕
は
連
敗
で
１
勝
８
敗
と
な
り
、
陥
落

を
阻
止
す
る
に
は
残
り
２
日
勝
つ
し
か
な
く
な
っ
た
。

同
じ
く
若
虎
影
と
夢
ノ
天
も
後
が
な
く
連
勝
が
必
須

と
な
る
。

八
日
目
を
終
え
て
、
鬼
ヶ
嶽
が
１
敗
を
守
っ
て
単

独
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。
こ
れ
を
、
若
ノ
嶋
、
美
空
富

士
、
千
代
鈴
、
若
巨
、
龍
不
動
の
５
人
が
２
敗
で
追

う
展
開
と
な
っ
た
。

続
く
九
日
目
、
若
ノ
嶋
は
同
じ
く
２
敗
の
千
代
鈴

と
対
戦
。
過
去
の
対
戦
成
績
は
若
ノ
嶋
の
２
勝
だ
が

力
の
あ
る
力
士
だ
け
に
侮
れ
な
い
。
相
撲
は
立
合
い

に
若
ノ
嶋
の
体
を
起
こ
し
て
左
を
差
し
た
千
代
鈴
が

の
け
反
る
若
ノ
嶋
を
と
ど
め
を
刺
す
か
の
よ
う
に
右

か
ら
の
の
ど
輪
で
倒
し
た
。
２
敗
を
守
っ
た
の
は
千

代
鈴
。
「
や
ら
れ
た
！
」
と
悔
し
が
る
錦
風
親
方
。

若
ノ
嶋
は
ま
さ
か
の
連
敗

で
優
勝
争
い
か
ら
一
歩
後

退
し
た
。

美
空
富
士
の
九
日
目
の

対
戦
相
手
は
大
神
楽
。
美

空
富
士
は
大
神
楽
に
左
を

差
さ
れ
、
粘
る
も
の
の
向

正
面
に
寄
り
切
ら
れ
て
若

ノ
嶋
同
様
、
連
敗
と
な
っ

て
優
勝
争
い
か
ら
一
歩
後

退
し
た
。

た
だ
一
人
１
敗
の
鬼
ヶ

嶽
は
白
閃
光
と
対
戦
。
今

場
所
初
め
て
三
役
力
士
と

の
対
戦
が
組
ま
れ
た
。
先

場
所
は
押
し
倒
し
で
白
閃

光
が
勝
っ
て
い
る
。
注
目

の
一
番
は
、
先
場
所
と
同

様
に
白
閃
が
の
ど
輪
で
攻

め
る
が
、
鬼
は
簡
単
に
は

倒
さ
れ
ず
に
粘
る
。
の
ど

輪
で
は
倒
せ
な
い
と
み
た

白
閃
は
こ
こ
か
ら
左
を
差

鬼ヶ嶽●(下手投げ)○白閃光 大神楽○(寄り切り)●美空富

若 巨○(引き落し)●玄武岩

龍不動○(押し倒し)●寶 蔵

大綱嵐○(寄り切り)●若 巨

伊達富○(押し倒し)●龍不動佐賀海●(寄り切り)○剛勇山

大神楽○(寄り切り)●佐賀海

勝ノ川●(寄り切り)○ 暫

暫 ○(寄り切り)●櫻吹雪

西神門●(押し倒し)○黒雲海

黒雲海○(寄り切り)●初 戸


